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四
月
五
日
～
六
日
、
東
京
地
本
主
催
で
青
年
組
合

員
に
学
習
と
交
流
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
フ
レ
ッ

シ
ュ
マ
ン
セ
ミ
ナ
ー
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
学
習
に
つ

い
て
は
国
労
の
歴
史
を
中
心
に
講
演
や
分
割
民
営

化
時
期
の
記
録
映
画
「
足
跡
」
の
上
映
が
行
わ
れ
た
。

（
内
容
は
前
号
既
報
）

　

こ
の
た
び
参
加
者
か
ら
参
加
ア
ン
ケ
ー
ト
が
届

け
ら
れ
た
の
で
続
報
と
し
て
掲
載
す
る
。
青
年
組
合

員
の
声
を
各
分
会
で
も
生
か
し
、
組
織
強
化
・
拡
大

に
つ
な
げ
て
い
こ
う
。

★
過
去
の
歴
史
よ
り
、
将
来
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に

闘
う
の
か
を
、
示
し
て
ほ
し
か
っ
た
。

★
他
地
方
の
青
年
部
員
な
ど
を
招
い
て
報
告
を
受

け
る
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
。

★
「
権
利
」
な
ど
細
分
化
し
た
話
が
あ
っ
て
も
い
い

の
で
は
。

★
労
働
組
合
と
は
？
か
ら
始
ま
り
、
国
労
の
掲
げ
る

役
割
を
改
め
て
深
く
知
る
こ
と
が
で
き
、
国
労
は
こ
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国 

労 

加 

入 

を

大
胆
に
訴
え
よ
う

　

五
月
一
日
、
全
労
協
な
ど
で
作
ら
れ
た
実
行
委
員

会
主
催
で
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
を
メ
イ
ン
会
場
に
、

八
〇
回
を
数
え
る
メ
ー
デ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。

　

座
長
に
東
水
労
・
伊
藤
副
委
員
長
、
国
労
東
京
・

松
川
書
記
長
を
選
出
し
、
実
行
委
員
会
を
代
表
し
て

国
労
東
京
・
石
上
委
員
長
が
「
非
正
規
雇
用
者
の

雇
用
不
安
を
も
た
ら

し
た
原
因
と
そ
の
対

策
、
労
働
組
合
本
来

の
役
割
を
担
お
う
」

と
挨
拶
し
訴
え
た
。

都
労
連
・
武
藤
委
員

長
の
連
帯
挨
拶
、
東

京
都
・
前
田
産
業
労

★
皆
で
協
力
す
る
こ
と

の
大
切
さ
を
知
り
ま
し

た
。
自
分
に
で
き
る
事

は
惜
し
み
な
く
や
っ
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

★
一
部
の
方
と
し
か
話

が
で
き
な
く
て
残
念
で

し
た
。

★
交
流
は
分
散
会
形
式

で
も
良
か
っ
た
の
で
は
。

★
他
系
統
の
方
の
話
を

聞
い
て
、
苦
労
し
て
い

る
の
は
自
分
だ
け
で
は
な
い
事
を
知
り
ま
し
た
。
で

も
、
楽
し
い
話
も
聞
け
た
の
で
、
交
流
は
大
切
だ
と

改
め
て
思
い
ま
し
た
。

★
東
京
で
の
青
年
の
交
流
が
あ
ま
り
無
い
中
で
、
青

年
部
の
取
り
組
み
も
大
切
で
す
が
、
機
関
と
の
つ
な

が
り
作
り
も
必
要
。
今
後
も
参
加
し
た
い
。

★
こ
う
し
た
知
識
を
得
る
こ
と
は
な
か
な
か
無
い
。

こ
う
い
っ
た
セ
ミ
ナ
ー
を
続
け
る
こ
と
は
重
要
。

★
勤
務
の
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
学
び
た
い
。

★
先
に
組
合
に
対
す
る
要
望
や
希
望
を
出
さ
せ
て
、

交
流
会
で
考
え
て
は
。

★
事
前
に
若
い
人
た
ち
に
聞
き
た
い
事
を
も
ら
え

れ
ば
、
交
流
の
時
間
を
有
効
に
使
え
る
。

★
業
務
の
参
考
に
な
る
事
も
学
ん
で
い
き
た
い
。

★
私
鉄
や
公
務
員
な
ど
他
の
組
合
の
人
を
呼
ん
で

も
ら
え
た
ら
良
い
。

　

川
崎
発
電
所
分
会
は
、
神
奈
川
県
川
崎
市
の

工
業
地
帯
の
一
角
に
位
置
し
、
鶴
見
線
の
終
点

に
あ
る
扇
町
駅
を
最
寄
り
駅
と
し
、
海
沿
い
の

Ｊ
Ｒ
川
崎
発
電
所
に
勤
務
す
る
仲
間
で
組
織
さ

れ
た
分
会
。

　
Ｊ
Ｒ
川
崎
発
電
所
の
社
員
数
は
全
体
で
八
九
名
で

す
が
、
分
会
は
エ
ル
ダ
ー
社
員
を
含
め
一
九
名
の
組

合
員
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
年
々
定
年
退

職
者
が
発
生
し
現
在
の

組
合
員
に
な
っ
て
い
ま

す
。
更
に
、
組
合
員
の

平
均
年
齢
は
五
二
・
四
歳

と
高
齢
化
が
深
刻
な
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

川
崎
発
電
所
の
会
社

所
属
は
、
今
年
三
月
ま

で
東
京
支
社
に
所
属
し

て
い
ま
し
た
が
、
信
濃

川
発
電
所
の
デ
ー
タ
改
ざ
ん
に
よ
る
不
正
取
水
が
発

覚
し
、
国
交
省
か
ら
水
利
権
取
り
消
し
の
行
政
処
分

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
急
遽
、「
発
電
・

給
電
の
組
織
改
変
」
の
実
施
が
な
さ
れ
、
川
崎
発
電

所
・
信
濃
川
発
電
所
・
東
京
給
電
技
術
セ
ン
タ
ー
が

本
社
の
附
属
機
関
に
改
変
さ
れ
、
本
社
エ
ネ
ル
ギ
ー

管
理
セ
ン
タ
ー
所
属
と
な
り
ま
し
た
。

　

川
崎
発
電
所
の
主
な
業
務
は
、
日
常
的
な
機
器
の

保
守
・
管
理
・
修
繕
等
、
及
び
、
運
転
当
直
で
の
運

転
管
理
・
電
力
発
電
等
で
首
都
圏
に
対
す
る
安
全
で

安
定
し
た
電
力
を
日
々
供
給
し
て
い
ま
す
。

　

川
崎
発
電
所
分
会
で
は
、
月
一
回
の
執
行
委
員
会

を
始
め
、
年
一
回
の
忘
年
会
や
旗
開
き
、
日
勤
者
集

会
や
非
番
者
集
会
等
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
創
意
工
夫

し
た
取
り
組
み
を
行
い
な
が
ら
、
一
番
大
切
な
仲
間

と
の
交
流
と
意
思
統
一
を
図
り
、
不
平
・
不
満
や
問

題
点
を
掘
り
起
こ
し
個
人
の
問
題
と
せ
ず
に
分
会
全

体
で
議
論
し
何
で
も
相
談
出
来
る
職
場
環
境
・
仲
間

作
り
に
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
は
、
会
社
施
策
と
し
て
多
く
の
新
規
採
用

者
は
日
勤
職
場
に
配
置
す
る
流
れ
か
ら
東
労
組
四
一

名
（
主
任
職
一
〇
名
）
国
労
は
四
名
（
電
技
二
名
、

電
気
係
一
名
、
事
務
係
一
名
）
し
か
配
置
せ
ず
、
主

任
職
全
員
が
東
労
組
の
組
合
員
で
構
成
さ
れ
て
い
る

偏
っ
た
状
況
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

分
会
で
の
組
織
拡
大
の
取
り
組
み
で
す
が
、
日
常

的
な
若
手
社
員
へ
の
声
か
け
運
動
や
組
合
主
催
の
レ

ク
レ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
参
加
呼
掛
け
、
更
に
は
、
花
見

会
や
個
人
的
な
人
間
関
係
作
り
も
含
め
て
仕
事
や
家

庭
の
悩
み
な
ど
相
談
し
あ
え
る
場
を
設
定
し
、
一
般

組
合
員
も
自
ら
が
組
織
拡
大
を
取
り
組
め
る
環
境
作

り
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
今
年
で
四
回
目
に
な
り
ま
す
が
四
月
か
ら

六
名
の
新
規
採
用
者
の
配
属
に
伴
い
会
社
側
に
施
設

内
で
の
組
合
説
明
会
の
申
し
入
れ
を
行
い
取
り
組
ん

で
い
ま
す
が
、
組
織
拡
大
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

私
達
の
力
不
足
も
有
り
ま
す
が
、
未
だ
に
国
労
に
対

す
る
差
別
が
見
え
隠
れ
し
て
い
ま
す
。　
　

　

分
会
で
は
、
今
後
も
何
で
も
話
し
合
え
る
職
場
を

目
指
し
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
環
境
作
り

に
向
け
、
分
会
活
性
化
運
動
を
軸
に
今
後
も
団
結
を

強
化
し
奮
闘
し
て
い
く
決
意
で
す
。

働
局
次
長
、
社
会
民
主
党
党
首
・
福
島
み
ず
ほ
参
議

院
議
員
の
来
賓
挨
拶
な
ど
を
順
次
受
け
た
。

　

今
年
の
メ
ー
デ
ー
は
、
自
動
車
産
業
で
の
雇
用
継

続
を
求
め
る
仲
間
や
、
外
国
人
労
働
者
か
ら
の
訴
え

が
さ
れ
、
ま
た
国
労
闘
争
団
か
ら
は
東
京
闘
争
団
の

松
本
繁
崇
が
永
年
に
亘
る
支
援
の
お
礼
と
引
き
続
い

て
の
応
援
を
訴
え
た
。

　

最
後
に
全
労
協
・
藤
崎
議
長
の
音
頭
で
団
結
が
ん

ば
ろ
う
を
三
唱
し
、
二
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
の
デ
モ

行
進
を
行
っ
た
。

れ
か
ら
伸
び
る
と
確
信
し
ま
し
た
。

★
全
体
的
に
は
い
い
が
、
組
合
の
話
は
ど
う
し
て
も

堅
苦
し
い
。
も
っ
と
簡
単
で
わ
か
り
や
す
い
説
明
は

な
い
の
か
な
と
思
う
。

★
映
画
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
上
映
後
に
多
少
の
説

明
が
あ
っ
て
も
よ
か
っ
た
。

★
分
割
民
営
化
反
対
の
闘
い
に
、
組
合
員
だ
け
で
な

く
家
族
の
協
力
が
あ
ん
な
に
も
あ
っ
た
事
が
わ
か

り
ま
し
た
。

石
上
実
行
委
代
表

お知らせ
第
九
回
海
釣
り
大
会

　

六
月
二
〇
日
（
土
）
六

：

〇
〇
～
開
会
式　

六

：

三
〇
～
出
船

　

川
崎
・
つ
り
幸

第
三
七
回
軟
式
野
球
大
会

　

八
月
七
日
（
金
）  

一
・
二
回
戦
（
第
一
試
合
～
第
三
試
合
）

　

九
月
三
日
（
木
）  

準
決
勝
・
決
勝
・
三
位
決
定
戦

　

都
立
大
井
ふ
頭
中
央
海
浜
公
園
・
大
井
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
野
球
場

　

◆
キ
ャ
プ
テ
ン
会
議　

六
月
二
三
日
（
火
）　

一
八
時
三
〇
分
よ
り
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す
る
」
旨
の
挨
拶
を
し
た
。

　

総
会
で
は
、
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
神
奈
川
平
和

運
動
セ
ン
タ
ー
（
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
）、
原
子
力
資

料
情
報
室
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
挨
拶
が
あ
っ

た
。

　

議
事
で
は
、
二
〇
〇
八
年
度
経
過
報
告
・
決
算

報
告
が
全
体
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
、
二
〇
〇
九
年

度
活
動
方
針
と
予
算
提
案
の
後
、
平
和
運
動
を
中

心
と
し
た
討
論
、
そ
れ
に
対
す
る
答
弁
が
さ
れ
、

二
〇
〇
九
年
度
活
動
方
針
、
予
算
が
満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
た
。
そ
の
後
の
役
員
改
選
で
は
、
座
光

た
だ
け
れ
ば
良
い
。
会
員
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
持
っ
て

い
る
テ
ン
ト
・
タ
ー
プ
・
テ
ー
ブ
ル
・
調
理
器
具
等

を
持
ち
寄
り
、
そ
の
場
に
ア
ン
テ
ナ
を
設
営
し
、
ア

マ
チ
ュ
ア
無
線
を
運
用
す
る
。

　

キ
ャ
ン
プ
場
で
で
き
な
い
の
は
、
発
電
機
が
禁
止

さ
れ
て
い
る
所
が
殆
ど
な
の
と
無
線
を
す
る
声
や
ア

ン
テ
ナ
を
設
営
す
る
ス
ペ
ー
ス
が
、
無
線
に
は
興
味

の
な
い
方
の
迷
惑
に
な
る
た
め
、
誰
も
い
な
い
よ
う

な
場
所
を
選
ん
で
い

る
。

　

参
加
者
全
員
が
無

線
機
に
向
か
い
運
用

を
し
て
い
る
か
と
い

い
ま
す
と
、
全
く
無

線
に
出
な
い
人
の
方

が
多
く
「
移
動
運
用
」

と
名
は
付
い
て
い
る

が
、
殆
ど
キ
ャ
ン
プ
。

　

一
般
の
人
は
殆
ど

い
な
い
場
所
な
の

　

東
京
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
第
二
一
回
定
期
総

会
が
、
五
月
二
五
日
田
町
交
通
ビ
ル
で
開
催
さ

れ
た
。

　

恒
例
に
よ
り
総
会
議
長
を
選
出
し
た
後
、
東
京

平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
の
座
光
寺
議
長
は
「
こ
の
一

年
間
平
和
運
動
を
中
心
に
多
く
の
課
題
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
そ
の
闘
い
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
、
更
に
今
後
の
取
り

組
み
の
強
化
を
要

請
す
る
。
特
に
、

昨
年
七
月
一
九
日

に
開
催
さ
れ
た
原

子
力
空
母
ジ
ョ
ー

ジ
ワ
シ
ン
ト
ン
の

横
須
賀
母
港
化
反

対
の
取
り
組
み
に

敬
意
を
表
す
る
。

ま
た
、
当
日
に
強

行
さ
れ
た
北
朝
鮮

の
核
実
験
に
抗
議

　

Ｎ
Ｒ
Ｕ
ハ
ム
ク
ラ
ブ
は
、

平
成
元
年
に
結
成
さ
れ
二
〇

周
年
を
迎
え
た
。

　

年
二
回
、
春
と
秋
の
移
動

運
用
を
メ
イ
ン
に
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
や
総
会
を
開
催
し
活
動

し
て
い
る
。

　
『
移
動
運
用
』
？
あ
ま
り
馴

染
み
の
な
い
言
葉
だ
が
、
ア

マ
チ
ュ
ア
無
線
の
運
用
に
は

免
許
が
必
要
で
あ
り
、
免
許

に
書
い
て
あ
る
住
所
が
「
常

置
場
所
」
と
な
り
、
こ
こ
か

ら
運
用
す
る
以
外
は
移
動
運

用
。
よ
く
車
に
無
線
機
を
積

ん
で
走
っ
て
い
る
が
、
こ
れ

も
立
派
な
移
動
運
用
。

　

Ｎ
Ｒ
Ｕ
ハ
ム
ク
ラ
ブ
で
行

う
移
動
運
用
は
皆
さ
ん
が
行

う
キ
ャ
ン
プ
を
想
像
し
て
い

が
出
場
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、

前
回
の
東
日
本
大

会
優
勝
の
新
橋
支

部
チ
ー
ム
か
ら
優

勝
旗
返
還
が
あ

り
、
ま
た
、
東
日

本
本
部
定
期
大
会

で
サ
ー
ク
ル
表
彰

さ
れ
た
東
京
地
本

審
判
団
に
表
彰
状

の
授
与
式
も
行
わ

れ
た
。

　

一
日
目
は
予
選
十
試
合
の
う
ち
六
試
合
が
行

わ
れ
、
二
日
目
に
残
り
四
試
合
が
行
わ
れ
て
決

勝
戦
二
チ
ー
ム
と
三
位
決
定
戦
ニ
チ
ー
ム
が
決

定
。

　

前
回
大
会
の
二
年

前
は
東
京
地
本
の
二

チ
ー
ム
が
優
勝
・
準

優
勝
に
輝
き
、
地
元

の
地
の
利
と
実
力
を

遺
憾
な
く
発
揮
し
た

が
、
天
候
に
恵
ま
れ

た
今
大
会
で
は
、
高

崎
地
本
チ
ー
ム
が
優

勝
し
、
準
優
勝
に
東

京
地
本
Ｂ
（
新
橋
支

部
）
チ
ー
ム
が
入
っ

た
。

　

二
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
、
東
日
本
本
部
軟

式
野
球
大
会
が
、
五
月
十
四
日
・
十
五
日
に
大

井
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
野
球
場
で
開
催
さ
れ

た
。

寺
議
長
が
退

任
し
、
新
た
に

本
橋
新
議
長

（
共
に
自
治
労

東
京
）
を
は
じ

め
と
す
る
役

員
を
選
出
し
、

総
会
宣
言
を

採
択
し
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ー

で
終
了
し
た
。

尚
、
昨
年
度

に
引
き
続
き
、

地
本
・
石
上

委
員
長
が
常

任
幹
事
に
選

出
さ
れ
た
。

　

東
京
地
本
は
準
備
地
本
と
し
て
二
チ
ー
ム
の

参
加
が
認
め
ら
れ
、
東
京
地
本
Ａ
（
神
奈
川
地

区
本
部
）
チ
ー
ム
（
一
昨
年
地
本
大
会
優
勝
）、

東
京
地
本
Ｂ（
新
橋
支
部
）チ
ー
ム（
昨
年
優
勝
）

で
、
ふ
だ
ん
キ
ャ
ン
プ
場
で
は
で
き
な
い
よ
う
な
、

夜
遅
く
ま
で
、
参
加
し
た
者
同
士
で
話
す
事
も
で
き

る
。

　

毎
回
一
五
～
二
〇
名
ほ
ど
参
加
す
る
が
、
交
信
し

て
い
た
だ
い
た
方
に
も
無
線
機
を
通
じ
そ
の
雰
囲
気

が
伝
わ
り
、
よ
く
「
大
勢
で
移
動
し
て
い
る
よ
う
で

大
変
に
ぎ
や
か
で
す
ね
」
な
ど
と
言
わ
れ
る
。
見
ず

知
ら
ず
の
人
と
話
す
事
な
ど
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、

無
線
を
介
す
る
と
な
ぜ
か
話
す
ネ
タ
が
自
然
と
出
て

く
る
。

　

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
を
始
め
て
い
る
方
、
こ
れ
か
ら

始
め
よ
う
と
思
っ
て
い
る
方
、
一
度
雰
囲
気
を
の
ぞ

き
に
来
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
Ｎ
Ｒ
Ｕ
ハ
ム
ク
ラ
ブ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
開

設
し
て
あ
る
の
で
そ
ち
ら
も
御
覧
あ
れ
！

http://red.zero.jp/nruham
club/

お
問
い
合
わ
せ
な
ど
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。
会
員
一
同

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｎ
Ｒ
Ｕ
ハ
ム
ク
ラ
ブ
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
袋
運
輸
区　

中
田　

眞
広

エ
キ
ジ
ビ
シ
ョ
ン
に
参
加
し
守
備
を
す
る

 

石
上
委
員
長

審
判
団


